
教員紹介 

氏名  ひらがな 職位（教授／准教授／講師／助教／助手） 

小松 義隆 こまつ よしたか 講師 

所属 （学科） （専攻・コース）  

 国際コミュニケーション科  

教育モットー（学生へのメッセージ） 

“There is no royal road to learning.”他の言語を勉強するということは大変なことですが、同時にとても興味深

く楽しい経験です。日本とは異なった物の見方や捉え方、また表現法がわかると「なるほど！」と目からウロコ

が落ちることが多々あります。王道（楽な道）はありませんので苦労はしますが、なるべく楽しく、有意義に苦労

していきましょう。 

担当科目 

Awesome Sasebo!Ⅰ～Ⅶ 総合ゼミⅠ・Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ 

外国語検定Ⅰ・Ⅱ 外国語検定演習Ⅲ ビジネス日本語Ⅰ 

異文化間コミュニケーションⅠ・Ⅱ 異文化理解演習 幼児英語指導法 

ギャップイヤー事前指導 ギャップイヤー事後指導 ライティング&グラマーⅠ・Ⅱ 

外国語Ⅰ 実践 Awesome Sasebo!（サービスラーニング）Ⅰ～Ⅶ 

専門分野 （学問分野／専攻） 

英語学 英語史  

研究テーマ （研究領域） 

初期近代英語   

所属学会 

英語史研究会   

学歴・学位･免許資格 

平 13 年 3 月 九州大学比較社会文化学府修士課程修了 英語学修士 

平 17 年 4 月 九州大学比較社会文化学府博士過程 単位取得退学 

職歴 

平 16 年 4 月 長崎短期大学英語科 講師                                            （現在に至る） 

平 22 年 4 月 高大連携委員会副委員長                                        （平成 27 年 3 月まで） 

平 27 年 4 月 教務委員会副委員長                                           （平成 28 年 3 月まで） 

平 28 年 4 月 教務委員会委員長                                                 （現在に至る） 

平 28 年 4 月 COC+（教育プログラム開発委員会）委員 （現在に至る） 

平 28 年 4 月 大学コンソーシアム長崎運営委員                                        （現在に至る） 

教育研究業績      著書、学術論文等の名称                            発行所、発表雑誌等又は発表学会等 

平 19 年 3 月 現代アメリカ英語における’pat him on the head’型構文とその類型 長崎短期大学研究紀要、第 19 号、23-30 頁 

平 21 年 3 月 コミュニケーション能力を高める幼児英語教育のこれから 長崎短期大学研究紀要、第 21 号、47-62 頁 

平 23 年 3 月 長崎短期大学・英語科 キャリア教育への取り組み 長崎短期大学研究紀要、第 23 号、29-42 頁 

平 27 年 3 月 18 世紀英語における形容詞‘worthy’の語法 長崎短期大学研究紀要、第 23 号、37-42 頁 

社会における活動等 （学会・研究会等の委員・役員／講演会／社会貢献／表彰／他） 

平 16 年～ 英語科プログラム（学生間交流、関係諸団体との国際交流等）の企画運営               （現在に至る） 

平 23 年 4 月 全学オリエンテーション（4 月実施）の企画調整運営（平成 24 年度も担当） 

 


